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はじめに 

 

吉村 誠 

大学教育機構学生支援センター センター長 

 

小学生の頃、田植えや稲刈りにあこがれた。親

戚が農家だったので頼んでみたが、邪魔になると

言って断られた。夏休みは従兄弟もいることもあ

り農家の親戚の家で過ごすことが多かったが、田

んぼを手伝えとは言われなかった。家内の実家も

農家である。結婚当初、田んぼの手伝いをしたい

と言って念願の田に出たものの植えられたばか

りの苗の上に一輪車ごとひっくり返った。それ以

来手伝えとは言われなくなった。農協の組合長や

経済連の役員もしていた義父とは飲みながらよ  
 

く農政の話をした。今でも戦後農地改革は失敗だったと思っている。小作農

を開放したことはよいが、もしそのままだったら、今頃は大規模農業企業体

へと発展していたのではないかと思うからである。  

農業は古来国家の基幹産業であり今でも変わらない。古代貴族は天皇家も

含めてその発生時期は農業の指導者であり、我が国の文化は農耕を基盤とし

ている。若者たちがそうした文化を実地に学ぶことは重要である。武士もま

た農民の武装から始まったが、特に江戸時代の萩藩では百石前後の中下級武

士は知行地（領地）で暮らしており、在郷武士と呼ばれている。阿武には萩

城下から遠いために在郷武士の痕跡は見当たらないが、萩周辺を中心として

全県に分布している。彼らは生活の困窮もあり城での勤番以外は半士半農の

生活をしていたらしい。士と農は近い関係にあった。屈強な山大生達が田ん

ぼで手伝っていると聞き、それが剣道部であることに不思議な因縁を感じる。 

この交流活動は様々な意義を持っている。学生たちの農業への理解はもと

より、地域の人たちとの交流を通して礼儀作法を身につけることや、未知の

体験を通して自分の生き方を見つめ直す契機となることなど、参加した学生

にとって貴重な体験となるであろう。農業のこの新しい取り組みの発展と、

この交流活動が永続し、地域の人たちの役に立つことを願っている。  
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交流活動によるうもれ木の郷への効果 

 

山本 勉生 

うもれ木の郷 代表 

 

阿武町宇生賀地域で農業経営を行う「農事組合

法人うもれ木の郷」は、農業者の高齢化が進む中、

自分達の農地は自分達で守るという信念のもと

農業経営の効率化を目的に設立、運営していま

す。  

国内における米価の下落に歯止めがかからな

い状況であるが、世界的にみれば食料価格が高騰

し、世界では餓死で亡くなる人もいます。そのよ

うな中、日本の食糧自給率は 40％以下で、他の

先進国と比べてもかなり低い状況であり、他国依
 

存の構造を変えていく必要があると感じています。  

現在、原発事故の影響もあり、安心・安全な農産物を求める声が高まる中、

うもれ木の郷では、早くから農薬・除草剤を全く使わない JAS 米・エコ 100

米や、農薬などの使用を半分に抑えるエコ 50 米の栽培に取り組み、消費者へ

の安心・安全な米の提供にこだわっているところであります。  

今回、山口大学剣道部の学生さんと交流することで、学生が地域住民とふ

れあい、自然と向き合うことで、人と人とのつながりや、人の温かさを感じ

るとともに、何気なく食べている米の生産者側の大変さや農業の奥深さを痛

感していただけたと自負しております。  

うもれ木の郷としても、若い世代と交流することで、集落全体に活気がみ

なぎり、一瞬ではあるが高齢化率が減少しました。いつもは明かりがなく静

かな集落に、家の明かりが遅くまで灯り、笑声が絶えない風景はまさに交流

の効果であり、いつもは顔を出さない人も積極的に顔を出すなど集落の繋が

りを改めて感じたところです。  

このような交流を通じて、うもれ木の郷のファンとなってもらい、農業の

実態を伝える語り部となり、また、消費拡大への営業マンとなってもらえる

ことを期待しております。今回交流体験をした学生さんは、うもれ木の郷の



関係者より 
 

5 
 

家族という思いを持って、うもれ木の郷へ何度も足を運んでもらいものであ

ります。  

農業経営は、単に農産物を栽培することだけでなく、このような交流が今

後ビジネスにも繋がっていけば地域が活性化するだけでなく、多くの人を呼

び込み、多くの人が動くことで資金も循環していくと思っています。  

最後に、うもれ木の郷は 4 集落を基盤に、圃場整備から農業という産業を 4

集落が 1 つとなり進めてきました。この交流が実現できたのも地域を守ろう

として、農業法人が立ち上がり、組合員一人一人の力が合わさってできたも

のと確信しています。「うもれ木の郷」の「木（き）」は、水田から出てき

た「希望」であると思っています。今後も埋まっている希望を、うもれ木の

郷ではできるだけ沢山引き出していきたいと思います。  
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交流活動のねらい 

 

田中 敏雄 

うもれ木の郷 理事 

 

うもれ木の郷は、平成 9 年に山口北部国営の内

再編整備事業を契機に、山口県に於いては特定農

業法人では第 1 号の設立をみました。これまでの

農村社会とは大きく変貌した個人完結型農業か

ら、4 集落 1 農場 1 家族といったこれまでの地域

においては考えられない取組を決断しました。決

断するには今考えても驚くほどの約 300 以上の

話し合いをし、スタートしてから今日まで 15 年

間、農業情勢が変化する中、順調な経営ができ、

小作料 10 アール当たり 36,500 円を支払うことが
 

できました。しかしながら法人化したからといって農村が抱える問題はそん

なに簡単に解決できるものではありません。今日、農村が抱える後継者、担

い手不足、若者の農業離れ等があり、これからの農村の発展には、まず農村

を多くの人たちに開放し交流を重ね農村に多くのファンを作ることだと思い

ます。交流の方法には数々ありますが、今、消費者のニーズにあった無農薬、

無化学肥料栽培米（JAS 米、エコ 100 米）作りがもとめられていますが、重労

働の仕事、機械化の進まない除草作業において大変困っております。このこ

とは農村に機械、農薬、化学肥料が無かった時代の米作りが求められており、

除草作業においても人海作戦でいかなければなりません。高齢社会の農村で

は農家の体力が弱り、また若い人は少なく、経験が無いといったことも手伝っ

て進みません。そんな時、体力、重労働にも耐える根性があり作業ができる

といえばスポーツ選手が当てはまるのではないかと、特に大学生のクラブが

適任ではないかと思って、これまで交流のありました山口大学の辰己先生に

話しかけ剣道部顧問の辻先生を紹介していただき、剣道部学生、先生、うも

れ木の郷の 3 者での話し合いの末、この取組に理解をいただき一気に話が進

みました。体力と、根性のいる大変な除草作業は、剣道部の皆さんでクリアー

でき、作業の対価として剣道部には何らかの支援ができるのではないかと思



関係者より 
 

7 
 

います。今回は、特に作業効率だけでなく交流に力を入れ、地域の皆さんに

は負担になるかもしれませんが、学生・先生を含めた 32 名を 4～5 人に分か

れて農家民泊をしてもらい農家の皆さんとの交流がより深まればと期待しま

した。人は愛情によって、自分たちも変わることができ、また人を変えるこ

とができると思います。うもれ木の郷は、おいしいお米を作るだけの目的で

はなく交流により、地域には若者の元気をいただき、学生さんには、多くの

人との会話の機会ができ、合わせて部活への支援もでき、相互扶助の役割が

できれば、お互いに交流する意味があり長く続くのではないかと思います。

これまでの農村は、機械化等により人間関係も希薄な方向を歩いてきました

が、これからの農村は多くの人々に開放し、農村の良さを理解していただく

機会を作ることだと思います。私は、努力しているところには、必ず応援を

してくれる人がいると信じています。今回のこの企画についても、山口県、

阿武町、JA あぶらんど萩をはじめ多くの関係機関のご支援をいただき有難う

ございました。この度の剣道部の皆さんとの出会いは、うもれ木の郷にとっ

ても大きな宝物であり大切に守っていきたいと思います。私達も法人という

組織が無かったらこうしたことはできなかったと思います。終わりに、剣道

部の皆さん方のこれからの活躍に期待し、一人ひとりの出会いを大切にして

ほしいと思います。  
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交流活動を見て 

 

原 スミ子 

四つ葉サークル 代表 

 

皆さんと共にかいた汗が、田んぼの稲を青々と

生育させています。  

6 月 16 日（土）、17 日（日）、この 2 日間、

うもれ木の郷は山口大学剣道部の若者でにぎわ

いました。この話を聞かれた時は、安心・安全の

お米を作るお手伝い、おふくろの味の野菜料理が

食べられる、今流行りのグリーンツーリズムみた

いだと思われたのではないでしょうか？ところ

が聞くと見る、いえいえやるとは大違い、「エコ

米の田の草取りは四つん這い」。16 日（土）は  
 

予報通りの雨、合羽（カッパ）に田靴で田んぼの中を這いつくばっての草取

り、ぬかるみに足を取られ、日頃の生活にはない中腰状態の連続。しかもど

れが稲でどれが稗（ひえ）かもわからない、一緒に作業する農家のお母さん

達はあっという間に先に進んでいる。少しは仕事が見えてきた 2 日目は前日

とは打ってかわって背中が焼けつくような炎天、田の草取り雨でも晴れでも

大変な作業でしたね。  

この 2 日間の食事を任された四つ葉サークルの私達は、この地の野菜をふ

んだんに使い、思いっきりおふくろの味を出そうと練りに練ったんです。案

の定、きつかった労働の後の若者の食欲は私達を一気に感動させてくれまし

た。「白いむずびがこんなに美味しいなんて」、「米粒ひとつひとつが甘い」、

「この豆腐、醤油をかけないでも美味しい、しかも香りがある」、「こんな

料理を私も作りたい」、「おばあちゃんの味がする」気持ちがスカッとする

ほどの食欲と口々に発せられるほめ言葉は、安心・安全でおいしいものづく

りを目指す私達の最高の嬉しさでした。  

食べるだけではありませんでした。懇親会や各家庭での民宿の会話で、あ

なた達は、農業・人生に感心と畏敬の気持ちを持ち始めていました。安心・

安全の背後には、想像を絶する農家の人達の黙々とやり続けるつらい労働が
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あること、これからの日本の農業のあり方、例えば、法人化・ブランド力・

TPP 参加のこと、また楽をせずこつこつと丁寧に生きる生き方、来年も後輩達

にこの活動が続いてほしい事など、たった 1 泊 2 日のこの体験が、若者たち

に何かを感じさせたとするなら、私達はそれで大満足です。  

ありがとうございました。  

また、是非会いましょう。  

 

「青田波 聖者の如く 鷺のゆく」  
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緊張のその先へ 

 

辻 多聞 

学生支援センター 講師 

 

あるとき、辰己佳寿子先生より「阿武町の草引

きができる元気な学生、心当たりありません

か？」と声をかけられた。「○○とかなら結構元

気だと思いますよ（辻）」、「いやぁ、なんてい

うかなぁ…（辰己）」、いまひとつ合点がいかな

い様子であった。そして福賀大農業祭当日、「こ

の前の話なんだけど、剣道部でどうです？こちら

がうもれ木の郷代表の山本さん、こちら『剣道部』

の辻多聞先生」。もうこの段階で辰己先生のがぶ

り寄り切り勝ち（笑）である。私も剣道部を連れ
 

て行く覚悟を決めた。  

と、ここでもう一度考えてみた。なぜ辰己先生は剣道部にこだわったのだ

ろうか、他のサークルと剣道部の違いは何なのか？伝統、礼儀、規律…確か

に剣道部には他のサークルにはないものがある。しかし、私が属していた時

と比べると、それらは時代の変化、感性の変化とともにかなり緩和されてい

る。うもれ木の郷や辰己先生の期待に応えられるくらい十分なものなのだろ

うか。我が剣道部員が、地域社会とふれあう貴重な経験にご指名いただいた

こと、彼ら彼女らがより成長できる機会を与えてくださった喜びを感じると

ともに大きな不安を感じたのも正直な気持ちである。しかし剣道部員は、時

代は異なれど道を究めんとする究道者であるはず、地域の人、そしてこの貴

重な機会を大切にしないはずはない、剣道部員を信じた。長くうもれ木の郷

と携わり、地域社会にはいっていくにはどうしたらよいのか、地域が開かれ

るにはどうしたらよいのかを探求されている辰己先生には、直感的に究道者

の必然性に気付かれていたように思う。  

作業の最中、部員は大きな声を張り上げ活気づいている。地域の人たちも

和やかに、その風景を見てくださっている。歌いだす部員もいた。地域の人

がそれを聞いて笑ってくださっている。食事などでの着座、おはしの出し方
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など、それなりにちゃんと礼儀をわきまえて行動しているようだ。昼食、交

流会、地域の方々と剣道部員が話しをしている。準備、後片づけなど、私が

何も言わなくても彼らは率先して動いている。100 点ではないにしろ、彼ら彼

女らが、そこに敬愛すべき人がいることをしっかり感じとりながら、この機

会を楽しんでいることは見てとれた。「良かったぁ」、信じているといいな

がらも、実際の現場を見て本当に安心した。さらに、この交流活動後におけ

る地域からの称賛の声、本書にも示されている賛辞を聞いて読んで、山口大

学剣道部員を誇らしく思った。  

さて、帰りのバスのなか、宇生賀盆地を 1 周しているときは、「ここがう

ちらが草引きしたとこだよねぇ」、「まだこんなに田があるの？大変じゃん、

僕ら大した仕事できてないんじゃぁ…」、などと声があがっていた。宇生賀

を離れたとたんバス内は、しんと静まり返った。ほとんど全員が眠っている。

その日の作業は午前中のみ、帰りのバスの時間は太陽照りつける日中、通常

で言うなら眠いという感覚は生じにくい。両日の作業の疲れもあるだろうが、

彼ら彼女らは、本当に緊張していたのだろうと思った。  

こうした緊張感をもつこと、経験することが、学生にとって非常に重要で

あると私は思っている。肉親ではない他人と接するということは本当に難し

く、緊張すべきものである。私の母がこんなことを話してくれたことがある。

「私が人生で最も緊張をもって接したのはお父ちゃんよ、でも最も喜びを与

えてくれたのもお父ちゃんなの」。母からすると父は血のつながりのない他

人なのである。別に私の両親は不仲であったわけではない、むしろ近所でも

評判のおしどり夫婦であった。緊張のなかにこそ、本当の喜び、学びがある

のではないだろうか。そして緊張が深ければ深いほど（がちがちに緊張して

いるという意味ではない）、喜びや学びは大きくなるのではないだろうか。  

疲れてバスで眠っている学生の寝顔を見て、彼ら彼女らにとってこの交流

が学び多き機会であったろうことを感じていた。  

 

このような貴重な交流会に関係させていただけたことに対して、うもれ木

の郷の皆様、関係者各位、辰己先生、そして学生たちに感謝の意を表します。  
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宇生賀で生じた化学反応～目からウロコの「草の根交流」～ 

 

辰己 佳寿子 

エクステンションセンター 准教授 

 

初夏の日差しがまぶしい 6 月 17 日。宇生賀に

入ると、あいかわらず、美しい田園が広がってい

た。しかしながら、その日は何かが違うのである。

田んぼのなかでウゴウゴと動く人々、なんと、高

齢化率の高い宇生賀に若者がいるではないか！  

そう、16 日と 17 日は、山口大学の辻多聞講師

をひきいる剣道部が、草引きのお手伝いをするた

めに、1 泊 2 日で、宇生賀に滞在していたのであ

る。私は、所用があり、17 日の最後の場面だけ

にお邪魔したわけであるが、汗だくで、「きつい」
 

と言いながらも、笑いながら、田んぼからあがってくる学生たちをみると、

胸がキュンとなった。なぜなら、ここに、本当の「草の根交流」があったか

らである。  

私が宇生賀の人々と最初にお会いしたのは、2006 年だったと思う。当時の

私は、日本の農山漁村が置かれている危機的な状況をなんとかしなければ、

と躍起になっていた。だから、何かできないか、何か貢献できないかと考え

ていて、今思えば、傲慢で生意気だったと思う。そんな私を平然として受け

入れてくれたのが、宇生賀の人々であった。  

振り返ると、これまでいろいろやってきた。もちろん、福賀大農業祭りに

は、毎年参加しているが、その他には、2006 年には国際開発学会学会員の視

察を引き受けてもらったし、JICA の海外からの研修員や、関東方面から訪れ

る研究者の視察をお願いしたこともある。2009 年には農山漁村文化協会の取

材でお邪魔をしたし、2010 年には、四つ葉サークルのみなさんと山口大学の

公開講座を宇生賀で開催した。ほとんど、私からのお願いごとばかりである。  

その間、ちょくちょく、宇生賀にはお邪魔をして情報交換も行ってきた。

今回の草引き交流についてもたわいもない会話からだった。「こういうのは

できんだろうか？」「運動部でやってくれるところはないかねぇ？」とのア
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イデアが山本勉生組合長と田中敏雄事務局長から話があった。2011 年 10 月

25 日であったと記憶している。その時は、半信半疑で、単なる話題のひとつ

と思っていたが、その後、「あれはどうなったかねぇ？」といわれて、「本

気だったんですか？」と、私は失礼な回答をしたような気がする。  

今だから言えるが、当初、「さて困った…」というのが正直な心境であっ

た。紹介するにあたっては、誰でもよいというわけではない。お世話になっ

てきた方々に対して間接的に機能的に誰でも紹介できるわけない。そう考え

た私の脳裏に浮かんだのは、辻多聞先生であった。辻多聞先生は、ある時期

から、毎年、福賀の大農業祭りに一緒に同行していて、なぜか阿武町の福賀

に馴染んでいたのであった。ものづくりが得意なオタク（？）と思っていた

が、剣道部の顧問であったと聞いたことがある。藁をもつかむ思いで打診を

した。  

快く相談に応じてくれた辻多聞先生は、「○○や■■の組織なら、可能性

が高い」と言ってくれたが、私は、辻多聞先生をひきいる剣道部がよいと強

く押した。紹介を通じていろいろな人々に出逢うことも大事だが、今回の交

流事業は、宇生賀が初めて私にお願いをしてきた案件であったから（これま

で私がお願いをしてばかりだったため）、慎重に進めなければならなかった

のである。  

そして、12 月末頃だったと思うが、田中事務局長と尾本さんが山口大学に

来られ、辻多聞先生にお引き合わせした。辻先生にバトンが渡ると、話はと

んとん拍子に進んでいき、6 月に実現したのである。  

当日、田んぼからあがってくるみなさんの姿をみて、正直、私は「これな

んだ！」と感じた。つまり、農村の再生やむらづくりは、外部の人間が何か

を仕掛けて進めるものではないのだ。地元の方々が、自分たちで考え、試行

錯誤かもしれないけど、主体的に進めていく、それが一番大事なことなのだ

と。頭の中でわかっていたつもりだったが、所詮、机上の空論であった。そ

れを、宇生賀の人々と山口大学の剣道部の学生が背中で示してくれたのだ。

宇生賀の人々と学生たちの間に何らかの化学反応が生まれていた。宇生賀の

懐の深さと学生の潜在力のようなものを感じ、「目からウロコが落ちる」と

いうのは、こういうことなんだと実感した。結局、客観的に振り返ると、私

自身はカラまわりしていたような気がする。意味もなく、いろんな場面で顔

を出しているが、この歴史的瞬間をつないだ媒体役として、そしてこの瞬間

に感銘を受ける観客役として、まあ、私のようなトンチンカンでカラまわり

する人間が、ひとりぐらいいてもいいじゃないか、と許していただきたいと

願う次第である。   
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地域社会、学生、そして大学教育 

 

辻 多聞 

学生支援センター 講師 

１．はじめに 

2010 年 6 月より文部科学省は全国 150 ヶ所以上で熟議の取り組みを行って

きた。熟議とは、『多くの当事者（保護者、教員、地域住民等）が集まって、

課題について学習・熟慮し、議論をすることにより、互いの立場や果たすべ

き役割への理解が深まるとともに、解決策が洗練され、施策が決定されたり、

個々人が納得して自分の役割を果たすようになる』ことを意味する（文部科

学省）。2012 年 3 月に山口大学で開催された「熟議  in やまぐち」が開催さ

れた。ここにおいて「社会を元気にする人材育成」に関する討議が全 11 テー

ブル中 3 テーブルにて行われた。3 つのいずれのテーブルにおいても「地域と

の連携」がキーワードとしてあげられた（辻 2012）。複雑多様化する社会に

対して、いわゆる講義だけの大学教育では、社会が求める人材を育成するこ

とが困難であると、大学関係者だけでなく多くの人が考えているという結果

である。  

当たり前ではあるが地域社会は大学などの教育機関ではなく、学生を教育

する義務もなければ、学生の「学びの種」をそうであるとして提供する必要

もない。また地域社会には学生に学びの場を提供するという視点だけでは、

その開放に値するメリットが全くといってよいほどない。学生との交流が「地

域の活性化」につながる何かとなる、という位置づけを地域社会に感じても

らわなければならない。  

地域社会と学生、この両者の架け橋となる大学は、両者のメリットを十分

に考慮しつつ連携を深めるコーディネート・支援を行っていかなければなら

ないであろう。加えて地域社会より提供していただける「学びの種」に対し

て、学生自らがそれを得られる環境をつくり、能動的に「学び」を見出せる

よう大学は教育をすすめていかなければならない。  

 

２．最終ゴール（目指すところ） 

地域社会が求めるものは、地域の活性化であると考える。そこには、若者

の感性や活力の地域浸透や、この若者たちがいるから私たちも頑張ろうとい
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う意欲の向上などという短期的なものから、後継者育成、もしくは今後の日

本を担ってもらいたいという世代継承などの長期的なものまで含まれる。こ

の長期的地域の活性化に関する具体的な方法は、地域社会から学生へメッ

セージを伝えることではないだろうか。一方で学生が求めることは、当日や

直近の糧といった短絡的なものもないわけではないが、やはり自身のキャリ

ア形成につながる感性の育成が一番であると思われる。  

しかし、こうした最終ゴールにいたるまでには、2 つの段階を順に経なけれ

ばならないと考える。以下にその段階を紹介する。  

 

３．第一段階 

学生を受け入れる地域社会は大きな不安と緊張を抱えていることが予想さ

れる。その不安や緊張の根幹は、見知らぬ人が来るということはもちろんで

あるが、世代間の感性の相違、これまでの生活環境の違いから生じる感性の

相違であろう。そして、これらの根幹を払しょくするコミュニケーションを

自分たちができるか、ということである。一方で学生も同様の不安や緊張を

抱えているはずである。しかし一般に地域社会の人々よりも学生のほうが年

下であることが多く、また互いの最終ゴールを比べても学生が得る効果のほ

うがはるかに直接的で大きいと思われる。よってまず学生側が「交流させて

いただく」という謙虚な姿勢で接する、言い換えるならば「礼儀正しく」接

するのが道理であろう。率先した学生側の良好なマナーによって、地域社会

と学生との本当の意味での交流が始まると思われる。  

 

 
図 1 地域社会と学生との交流のはじまりまでの概念図  

 

４．第二段階 

地域社会は「お客様を迎える」というもてなしの心が強く働いているに違



交流会から見えたもの 
 

18 
 

いない。こうしたもてなしの心に対して、明確な言動にて学生が喜びや感謝

を示すことは、大変重要なことである。そうした学生の姿は、「若さ」、「素

直さ」、「明るさ」という形で地域の人々に映るであろう。これらが地域社

会に好印象を与えることは言うまでもなく、地域社会に活力をもたらすこと

にもつながる。そして地域社会が感じるであろうこうした好印象によって、

地域社会はさらに学生との交流を深めたいという感情につながっていく。す

なわち、地域社会と学生との間の良好なコミュニケーションが、相互作用に

よって両者の距離を縮めながらより深い関係へといざなうことになると思わ

れる。  

 

 
図 2 地域社会と学生との関係がより親密となるための概念図  

 

５．大学の役割 

大学は、地域社会と学生の両者の架け橋という役割を担っている。まずは、

地域社会の状況や要望をしっかり聴取し把握しなければならない。その地域

に出向き交流を深めながらの調査も積極的に行っていかなければならないで

あろう。一方で時代によって変化する学生の感性、気質などの状況も把握、

分析しておく必要がある。地域社会と学生との連携がとる際は、こうした調

査・分析をもとに、両者の状況や要望を見極めつつ、両者が納得できるよう

（双方に有益な結果が得られるよう）大学が「コーディネート」していくこ

とが肝要であると思われる。  

 

６．大学教育 

上記に示したように、大学は地域社会に学生の状況を伝え、理解してもら  
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図 3 地域社会と学生との連携における大学の役割  

 

えるよう努力することが必要となる。しかし教育機関として地域社会が求め

る学生となるよう教育・指導すること、そして社会が求める人材となるよう

学生の成長に対して教育・支援することが最も重要な責務の一つである。  

地域社会と学生との連携に対して大学教育がまずなすべきことは、「マナー

指導（礼儀指導）」であると思われる。メディアによる情報、大学に寄せら

れる市民からの苦情、そして現状の大学生を見る限り、一般の大学生は、地

域社会が門戸を開こうとするのに十分な「マナー（礼儀）」を有していると

は言えないように思われる。もっと「マナー（礼儀）」の重要性を大学教育

で行っても良いように思う。また大学教育だけでなく初等・中等教育でもよ

り「マナー（礼儀）」教育を充実させていっても良いのではないだろうか。  

次に大学教育として考慮すべきことは「コミュニケーション力および感性

の育成」であろう。コミュニケーションは大きく分類すると言語コミュニケー

ションと非言語コミュニケーションの 2 つに分類できる。一般にコミュニケー

ションというと言語コミュニケーションがイメージされがちである。しかし、

電話やメールなどを除く一般的なコミュニケーションは言語・非言語の両方

で行われている。言葉遣いの指導、敬語の指導といった言語コミュニケーショ

ン指導に加え、非言語コミュニケーションにも着目すべきであろう。上記の

ように、地域社会と学生の関係は、学生の「素直さ」、「明るさ」、「若さ」

によってより深まる。これらはまさに非言語コミュニケーションと言えよう。

非言語コミュニケーション能力の育成に欠かせない要因の一つが「感性」で

ある。感性を向上させる方法の一つとして、「本物に触れる」ことがあげら

れる。例えば、模擬刀を手に取って見るときの心構えと真剣を見るときの心
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構えは、安全性の違いもあって明らかに異なる。真剣の持つ迫力・魅力は、

例え素人であっても、そうした心構えもあって十分に感じることができる。

一方で「本物」を素人に触れさせることには、例にあげた刀でもそうである

ように、危険（傷害・損壊の危険）があるのも確かである。大学は研究機関

でもあることから、そこにあるすべては「本物」のはずである。しかし、危

険を配慮して「本物」を学生に提供することが少なくなってはいないだろう

か。学生の感性の育成に関して「大学教員が学生と真剣に向きあう姿勢」こ

れが重要な事項の一つであるように思われる。  

地域社会による最終ゴールの形の一つである「学生へのメッセージ」、こ

れを学生が受け止め、理解できるよう大学はもちろん教育を進めなければな

らない。しかし理解まででは不十分である。そこから今後の大学生活そして

自身の人生への目標や礎を見出すことが、学生の最終ゴールである「自身の

キャリア形成」にほかならない。すなわち経験から振り返り、新たな目標を  

 

 

図 4 教育機関としての大学の役割と学生のキャリア形成に関する概念図  
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策定する PDCA サイクル（Plan-Do-Check-Act サイクル）が回るような教育、

そして学生が自らそのサイクルを回せるよう支援していくことが大学に求め

られている。例えば近年多くの大学で導入されているポートフォリオ（振り

返りシート）は PDCA サイクルの慣習化につながるであろう。また 2011 年よ

り義務化されている大学でのキャリア教育には、就職するためだけの教育に

とどまらず自己目標設定することの重要性を学生が感じるよう配慮していく

べきであると考える。  

 

７．おわりに 

現在大学での課内学習だけでは、学生は社会における人材というニーズに十

分応えられなくなりつつある。2012年6月に実施された「うもれ木の郷と山口大

学剣道部との交流活動」のような地域社会による教育の場の提供は、大学とし

て感謝すべきことであると同時に、地域社会が受け入れるに値する学生の教育

を大学内にて十分おこなっていく責務があると思われる。このような地域との

連携を大学は注視・継続するとともに、より拡充していく必要があるように思

われる。  
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宇生賀地域の飽くなき挑戦～「熟議」と「実践」の繰り返しのなかで～ 

 

辰己 佳寿子 

エクステンションセンター 准教授 

 

１．宇生賀地域の概要 

阿武町は山口県の北部に位置している。人口は 3,773 人、高齢化率は 43.94%

（住民基本台帳 2012 年 3 月 31 日現在）で、阿武町は、1955 年に奈古町、福

賀村、宇田郷村の 3 ヶ所が合併して誕生した。北部は日本海に面し気候が比

較的温暖な「奈古地区」、「宇田郷地区」と標高約 400m の準高冷地に位置し

冬季には積雪の多い「福賀地区」からなる。平成の合併協議においては単独

町制を選択した。宇生賀（うぶか）地域は、「福賀地区」に位置し、「一目

百町歩」といわれるように周囲をなだらかな山麓に囲まれた盆地である。4 つ

の集落（黒川、上万、三和、伊豆）がある。73 戸 113 人、平均年齢は 68 歳で

ある。宇生賀地域には、農事組合法人、四つ葉サークル（女性組織）、宇生

賀中央自治会という組織がある。  

 

２．宇生賀地域の挑戦 

かつて新生代の火山の噴火によって生じた堰止湖に湖成層が堆積して生じ

たといわれており、標高は約 400 メートル、面積は約 1.3 平方キロメートルで

ある。土壌は、地下 30 メートル程度までおよぶ湖成堆積物からなり、その昔  

は「深田」とも呼ばれるほどの湿

田で畑作は困難な状態であった。

大正初期に、県営第 1 号の耕地整

理を実施し、1 区画概ね 20a の圃場

となったが、それでも大型機械は

入らない状況であった。宇生賀は、

もともとは湿田で、畑作物の作付

が難しく、水稲栽培も作業効率が

悪く、生産コストが低い地域で

あったため、農地の利用調整や組

 
図 1 宇生賀地域の 4 集落  

織営農活動の必要性に迫られていた。1990 年に「明日の宇生賀を考える会」
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を発足し、地域の農業についての議論が始まった。1991 年の国営山口北部農

地再編パイロット事業では、償還金の負担で反対意見があったが、300 回以上

の話し合いの末、圃場整備後の受け手の問題、各償還金の問題、農家の高齢

化の問題等を組織的に対応しようと、1996 年、「宇生賀農事生産組合」を設

立した。その後、農業の問題解決のために法人化に向けての軌道修正が行わ

れた。  

法人移行には、各戸の水権利と所有機械の放棄が大きな問題となった。こ

こでも、また、数百回の話し合いが行われ、1997 年に特定農業法人が設立し

たのである。この地域には湖底時代の樹木が埋まっていたため、法人の名称

は「うもれ木の郷（さと）」となった。全国で 20 番目、山口県では初の特定

農業法人であった。所有農地の大部分を法人に預け、トラクター、田植え機、

コンバインなど農業機械は全て共有で、組合農家のコストダウンを実現した。

米と大豆においては経営一元化で効率化を図る一方、施設園芸部門（スイカ

やほうれんそう等）では、個別農家の独立採算制をとっている。  

「うもれ木の郷」の法人設立により農作業の省力化・効率化がすすみ、女

性たちにも時間的、肉体的、精神的なゆとりがみられるようになった。そこ

で、4 つの集落の女性たちが協力して 1997 年には「四つ葉サークル」が結成

された。活動は、小物野菜等の産直活動を行う「生産クラブ」、豆腐の製造

や漬物加工等を行う「加工クラブ」、花の栽培運動等を行う「環境クラブ」、

交流事業を通じて所得向上をはかる「交流クラブ」の 4 つの部門に分かれて

いる。四つ葉サークルは 1999 年～2001 年に集落点検を実施している。集落点

検とは、集落の現況と、集落をこのまま放置しておいたら 10 年後にはどうな

るかという予測を、各世帯の聞き取りをもとに作成し、そのうえで集落が 10

年後どうありたいかという構想を立てる。まさに、現代版の「熟議」であり、  

 

 
図 2 集落点検の様子  

（みんなで集落を歩き、地図を作り、課題を発見し、地域の将来を構想する）  
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みんなと議論をして問題を発見し、その解決に向けて取り組んでいく姿勢を

もっているのである。集落点検は、住民自らが行う点に特徴があり、住民の

主体的な実践と不可分である。このとき、四つ葉サークルは、宇生賀地域の

地域資源を示した「お宝マップ」と地域全体の将来構想「夢マップ」を作成

した。現在では、夢マップのほとんどが達成されているが、唯一、担い手問

題だけが懸案の課題として残っている。  

「農業を守るだけでは、農村は守れない」との意向から、宇生賀地域では、

2010 年 3 月、4 つの集落がひとつとなる宇生賀中央自治会が発足した。主な

活動は、地区の親睦と相互扶助、健康・福祉の向上、地域の環境整備（道路

河川清掃）、行政との連絡調整等である。特徴的なのは、3 つの組織がほぼ地

域を包括して重なっており、それぞれが複数の役割をもち、状況に応じて役

を演じながら地域社会の機能を保っていることである。宇生賀地域は、老若

男女問わず、みんなで話し合いながら地域づくりを行う風土をもっている。  

自治会発足後、法人ではできなかったことやこれまで先送りにしてきた地

域づくりの活動に梃入れをしようという動きが起こったのである。第 1 弾と

して、2010 年 10 月には山口大学の公開講座「生活視点から地域づくりを考え

る～女性の力で地域をつくる～」を宇生賀地域で開催し、ワークショップを

行った。第 2 弾が 2013 年 6 月の山口大学剣道部との草引き交流事業である。 

 

 
図 3 公開講座の様子  

（地域内外の人々で宇生賀地域の良いところについて意見交換）  

 

３．宇生賀地域の交流事業 

阿武町では、UJI ターン推進のために、グリーン・ツーリズム等の都市と農

村交流や新規就農・就漁をはじめとするリクルート活動を強化するとともに、

定住奨励金の交付、空き家バンクの充実、定住アドバイサーを任命している。

阿武町全体でみると、新規定住者は増えつつあり、2006 年から 50 世帯近くが
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定住している。2008 年 4 月に阿武町役場が宇生賀地域で行ったアンケート調

査によると、多くの人が「人が増える」ことを望んでおり、「若者がいない」

ことが問題点としてあがっている。宇生賀地域では、法人や女性の活動への

視察は頻繁に受けているが、新規定住となると話は異なる。現実は「交流→

滞在→定住」というモデルのようにはいかないのである。  

定住とまではいかないとしても、対外的な取り組みとしての第一歩は交流

である。「うもれ木の郷」では、消費者との交流（収穫祭）や販売協力店と

の交流など試行的な取り組みを行っている。しかしながら、これらの交流は

あくまでも農産物の推奨販売活動であり、農業・農村の担い手問題等にはつ

ながっていない。ゆえに、宇生賀地域では、どのような交流事業を行ってい

くべきかということが論点となっていた。「交流事業が先にありきではなく、

農業問題に接近する事業に交流を絡めることはできないか」「地域がサービ

スするだけの一方通行の交流事業ではなく、双方向で相乗効果が見込める交

流ができないだろうか」という意見が出された。困難な課題を克服してきた

宇生賀地域では、いわゆる「熟議」の土壌が培われていた。  

意見交換を繰り返すうちに、山本勉生組合長から、「うもれ木の郷のエコ

100 米は、完全有機農法で育てるお米。農薬を一切使わないから水田に雑草が

生える。この草引きもぜんぶ人の手でやらんにゃいけんのんよ。それがたい

へんでねぇ。どねぇかならんか！」という提案があった。「うもれ木の郷」

では、安心・安全の農作物を育てており、その一環として、昨今、無農薬無

科学肥料のエコ 100 米に挑戦し始めたところであった。これを育てる田は 5ha

あり、そこに生えた雑草の草引きは組合員にとって重労働となっていた。そ

こで、「学生に農作業を手伝ってもらうことはできんか？」「体育会系の山

口大学の部活動の一環として農作業を行ってもらえば一石二鳥なのでは？」  

 

表 1 宇生賀地域での課題と夢  
 

 現在困っていること 将来の夢 

 動物被害  46 人が増える  43

 高齢化で草刈等が大変  18 風景・自然環境  27

 外灯が少ない  17 交通整備  9

 除雪・凍結  11 お店・コンビニ  6

 交通が不便  11 昔の知恵の伝承  4

 若者がいない  7 仲の良い集落  2

 （全戸が回答、複数回答） （全戸が回答、複数回答）
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「ただ働きではない。草引き費用は毎年計上しているので、学生にとっても

よいアルバイトにもなるのでは？」という案が生まれたのであった。  

これまで、阿武町では、個人的なネットワークで山口大学の学生がイベン

トにかかわることはあったが、継続的な展開には至らなかった。学生は 4 年

間で卒業するため流動的であるが、部活動というかたちで学生の組織とかか

わっていけば持続的であるという結論に至った。  

熟議と実践を繰り返すなかで、山口大学剣道部に白羽の矢が立ったので

あった…。  

 

 
図 4 宇生賀における熟議と実践の繰り返しの概念図  
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ホストファミリー① 池田家 

 

エコ 100 米は完全有機農法で育てるお米、それがいま大事だとさけばれて

いる昨今、手間がかかるお米の作り方、農薬を使わないので雑草は伸び放題、

今年は山大剣道部の学生さんたちに手を借りるというお話、それで各家庭で

泊まりを引き受けたとのお話、どうしよう「布団は、食事は、風呂は？」と

一番先に頭に浮かんだのでございます。  

当日は生憎の雨、初めて作業される学生さんは、大変だろうと心配してお

りました。私はこの度は食事の方を担当していました。最初の日は、50 人分

いえ 60 人分くらいでした。途中食事はたりるかなと心配したくらい食欲旺盛、

夕飯は各集落にかえってお世話したのですが、何を作って出しても、「おい

しいおいしい」と言ってあっという間に平らげるさまは、まさに圧巻、若さ

ですね。作りがいもありました。夜の懇親会は若い人といるだけで夢があり

素晴らしい交流会でした。でも一つだけ。農業の大切さ、食の安全をもっと

知ってほしいと願っています。でも学生さんたち、皆礼儀正しくて感心しま

した。この草取りのえらくてきつい経験なんらかにいかしてほしいですね。  

（池田 悦子） 

 

 
島内勝矢、山口昇大、藤永陽平、小林晋輔、黒川優斗、池田悦子、池田誠  
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ホストファミリー② 金子家 

 

山口大学剣道部の皆さん、6 月 16、17 日、うもれ木の郷での田の草取りの

バイトお疲れ様でした。16 日皆さんが到着された時、うもれ木の郷は一面霧

に覆われており、何処に田んぼがあるの？と思われたことでしょう。霧が晴

れると、小さな盆地の真ん中に田んぼがあり周辺に民家があるという、ちょっ

と変わった景色も珍しかったのではないでしょうか？  

さて、田の草取り作業は、日頃、剣道で鍛えてられているので、体力には

自信がある皆さんにとっても、大変は作業だったことと思います。お疲れ様

でした。草取り作業を通じて、農業の現状…後継者不足、安心・安全等、付

加価値を付ける物つくりの大変さなど、いろいろ感じられたこともあると思

います。  

私の家には、2 人の女子に泊まって頂きました。お世話したことといえば、

ささやかな朝食の準備くらいでしたが、「バランスの摂れた食事は久しぶり」、

「ごはんがおいしい！（圧力釜で炊きました）」と言って、朝からお代わり

をしての食欲には、さすが体育会系の人と思いました。  

この度の体験を機に、農家の応援団、お米大好き、野菜大好き人間になっ

て、健康的な食生活を心がけていただければ嬉しく思います。  

（金子 由記子） 

 

 
宮原千聡、金子由記子、藤本真帆  
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ホストファミリー③ 尾本家 

 

先日は学生の皆さんお疲れ様でした。お陰様で草取りもはかどり皆さんの

元気をもらって稲も喜んでより生長してくれると思います。  

受け入れる家の者は、うもれ木の郷の事務所に迎えに行く事になっていた

ので待っていたのですが、初対面は自分の子どもより 10 歳以上若いので、す

ごくかわいい感じがしました。でも皆さんの挨拶や礼儀正しいのにびっくり

しました。早々家に着いて、仕事をして、トラックの荷台に乗る事から喜ん

でもらって！！いざ田の草を取る時は初めてなのに愚痴も言わず、女の子は

虫やヒル、カエルが居ても「キャー」とも言わず良く頑張ってくれたと感心

しています。私たちは仕事をしながら、皆さんと話しもできて、若いパワー

をもらったし、「頑張れ！！」の掛け声で随分元気が出ました。若いって素

晴らしいナ！！つくづく思いました。17 日昼前の作業、皆疲れもピークの中、

加藤君の「天城越え♪」で私たちも楽になりました（まだいろいろききたかっ

たナ？）16 日夜の懇親会では、いろいろな話も聞けて、将来の夢も聞かせて

もらって楽しい時間でした。家に帰ってからも、もっとしっかり話してみた

かったし、皆さん（4 人）が「トランプ一緒にやりませんか？」と誘われたの

に一緒にできなかったことが心残りです。朝食もしっかり食べてもらえたし、

挨拶、礼儀も気持ちの良いものでした。  

1 泊でしたが、どんな時も別れは淋しいものですネ。なんだかこみあげるも

のがありました。今後、皆さん就職活動などで大変でしょう。夢に向かって

しっかり頑張って欲しいと思います。私も、うもれ木の郷の一員として、少

しでも長く脇から助けられたらと思っています。でもこの農業体験で皆さん

がお米の大切さ、無農薬の大変さがわかってもらえたら、お米を買う時に少

しでも思い出してもらえそうですね。きつい仕事だったと思いますが、また、

来年も若いパワーと元気を持って来てください。本当にお疲れ様でした。  

最後に、16 日の夜、宇生賀（黒川）のホタルを見せてあげたかった。  

（尾本 雅・瞳） 
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尾本雅、尾本瞳、藤田康志、辻野健吾、近藤正行、田村友識、河相直幸  
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ホストファミリー④ 中原家 

 

食に関する問題は現在地球規模の災害、人口増加等により、ようやく日本

政府も重い腰をあげつつある。昔ある総理大臣が「百姓は生かさず殺さず」

と言ったことを昔の方は覚えていることと思う。農業従事者を馬鹿にするに

も程がある最低の言動である。  

さて話は変わるが、6 月中旬山口大学剣道部員女性 4 名が体験農業作業のた

め、自宅に 1 泊 2 日の予定で宿泊した。いずれも礼儀正しく、聡明なかわい

い女性であった。  

その雑草、ひえ取り作業に、昔懐かしき幼年少年期の時代の記憶が鮮やか

によみがえったのである。幼年、少年時代の田んぼにおける集団作業が日常

の一部となっていて、それを見ながら、又体験しながら成長していったので

ある。私が記憶するに、最初に耕運機が入ったのが小学 5 年生、同時に家族

同様生活していた牛 2 頭もいなくなった。そして私が就職し、家からかなり

遠くなった昭和 45～6 年頃から、本格的な農業近代化が進んだのであった。  

書きたいことは山程あるが、現在日本の食糧の自給率は 40％をきっている。

残念なのは政治家も日本国民も目先の欲にとらわれて全く危機感がないこと

である。自動車、コンピューター、テレビ、携帯、なくてもいい。食糧の自

給率を上げることが第一優先、このことを絶対忘れてはならない。皆食べて

いかなければ生命維持できないのである。最後にこの度の山口大学生の体験

が貴重な体験となって、一人でも多くの次世代を担う若者が農業に関心をも

ち、今ここにある危機に英知をもって打開してくれることを願っている。  

（中原 徹也） 
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漆原礼花、佐古千尋、中原徹也、中原智惠子、石橋かれん、平野理子  
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ホストファミリー⑤ 田中家 

 

山口大学生がうもれ木の郷に田の草取りに来て我が家に宿泊されると聞き、

あわてて家の中、廻りの掃除、日頃片づけない所まで、お陰様で少しは綺麗

にすることができたと思います。早速食事の献立、四つ葉の役員さんと話し

合い、食事を作るのが私は好きですので、役員さんの中に入って会長さん達

と買い物に行き、日頃の食事とは検討がたたず、50 人分、少し心配でしたが

皆さんで協力すればなんとかなり、学生さん達も美味しいと言って喜んで食

べて頂きました。我が家では先生と学生さん 5 人の宿泊でしたが、草取りで

疲れた様子もなく、夜遅くまで焼きむすびを食べながらいろんな会話に夢中

でした。全国大会に出場される学生さんもおられ、私は次の朝、目が覚める

かと心配しましたが、結局私が朝寝坊をし、あわてて朝食の支度をする始末

でした。最後の昼食はカレーライスでしたが本当に気持ちよく、おかわりを

何回もされる学生さんもおられ安心しました。バスを見送る時、我が家に宿

泊された 1 年生の学生さんが私の孫娘（小学 1 年生）にとてもよく似ており

親近感を覚えました。1 泊でも心が通じ別れに涙が止まりませんでした。来年

も機会があれば大歓迎します。  

（田中 敏子） 

 

 
田中敏雄、松本諒、海老野秀典、辻多聞、田中博文、田中敏子、一松章弘、安平賢太郎  
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ホストファミリー⑥ 西村家 

 

今回ホストファミリーのお話を頂いて、田舎作りの我が家に、環境の違う

学生達を宿泊させる事に、少々不安を抱いていました。学生達に会うまでは

とても緊張していましたが、明るい好青年達で一安心しました。  

雨の中、雨合羽での慣れない農作業は、大変きついのではないかと心配し

ていましたが、日頃、剣道で培った精神力と忍耐強さでやり遂げてくれ、大

変感心させられました。  

自宅では、学生達がゆっくりくつろげるように、又朝食は、作業のエネル

ギーになるよう新鮮な野菜を使ったメニューに心がけました。素朴で田舎ら

しい献立にしてみましたが、よく食べてくれ大変うれしく思いました。  

学生達との交流で、私達夫婦も若いパワーを沢山わけてもらい、まだまだ

元気で頑張らなくてはと思いました。彼らともっとたくさん話しをしたかっ

たのですが、時間がなくとても残念です。機会があれば又ゆっくり話してみ

たいと思いました。  

この度は、明るく礼儀正しい彼らのホストファミリーになれとても良かっ

たです。又、いつかますます成長した彼らに会うのが、私達夫婦の楽しみに

なりました。  

（西村 文孝・静江） 

 

 
溝口雄一、坂井伸伍、西村文孝、西村静江、加藤明孝、黒木健吾 
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ホストファミリー⑦ 原家 

 

我が家は大学 1 年生の女の子 4 人と阿武町役場の小田君を御泊めしました。 

私は懇親会のお酒と雰囲気にすっかり酔ってしまって、肝心な我が家での

交流のことはあまり覚えてないんです。  

とにかく 4 人の女子学生はかわいくてあどけなかった。娘か孫と歓談して

いるような、また小田君とは息子とビールを交わしているような夜でした。  

また是非いろんな事を話したいと思います。  

（原 哲郎） 

 

 

 

 
 

 

原哲郎、小田慎也、黒川優斗、原スミ子、京條実穂子、江藤瞳、山口亜弓、佐々木妙 
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ホストファミリー⑧ 山本家 

 

今回、うもれ木の郷より民泊をしていただけないかという、依頼を受け一

寸困りました。私は、今まで学生を泊めたことはなく正直どんな子ども達が

来るのかわからないし、上手にコミュニケ―ションがとれるか心配でたまり

ませんでした。  

しかし、当日山大の学生を迎い入れ、夜に話しをしてみるとどの学生さん

も、非常に素直で良い子で私の不安はすぐに無くなりました。草取りが大変

だったという話をしながら親近感を覚えたものでした。  

私には、娘と息子がいますがそれより若い子ども達は、話しがしやすく家

族が 4 人増えたように思われました。次の日には帰ると思うと寂しさを感じ

てしまいました。  

短い時間ではありましたが家族のような時間を過ごし、別れの寂しさを感

じるほどの貴重な体験をさせていただき、良い思い出をつくることができま

した。ありがとうございました。  

（山本ひとみ） 

 

 
金田浩祐、山田浩智、山本ひとみ、石底大海、星出哲郎、佐野淳也、中村秀明、黒川優斗、山本勉生 
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剣道部３年生 

 

今回うもれ木の郷のみなさんに 2 日間お世話にな

り、農作業を体験させて頂きました。農作業について

どうだったかと問われればただただ「しんどかった」

の一言に尽きます。剣道では使わない筋肉を酷使した

せいか、この文章も筋肉痛の中書いております。僕た

ちよりずっと歳が上のうもれ木の郷のみなさんが、平

気な顔で作業されている姿は圧巻でした。草抜きとい

う作業は一見単純なものに思いましたが、稲と雑草の

 

佐野 淳也 
男子主将 

違いがあまり分からず戸惑いました。さらに草を埋めて出てこないようにす

るなど思った以上に技術のいる作業だと感じました。除草剤をまかず日々こ

の作業をすることがおいしいお米につながるというお話を聞きました。うも

れ木の郷のみなさんのそういった姿勢に、楽をしようとせず遠回りになって

も一つ一つ丁寧にやることも重要であり、またそれを世間に高く評価しても

らえるということを学ばして頂きました。夜はとっても美味しい料理を食べ

させて頂き、あんなに満腹感と満足感を得たのは久々でした。自分たちより

ずっと年長の方とお酒を飲むということは滅多にない機会でいい経験ができ、

また単純にとても楽しむことができました。僕は組合長の山本さんのお家に

泊めていただき、そこで町長さんともお話ができとても勉強になりました。  

うもれ木の郷のみなさんは本当に温かい方ばかりでとても居心地のいい 1

日半でした。ぜひこれからも交流続けさせて頂ければなと思います。本当に

ありがとうございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回の農業体験を終えて、改めて様々な貴重な経験ができたと思う。とに

かく実際に農業の一環として草むしりを行う事で、改めて米は農家の方々が

苦労して大事に育てているからこそ、自分たちの手元に届き食すことができ

ているのだと実感することができた。また、自分はかつて「八十八日苦労の

お米、一粒たりとも残しません」という言葉を教わりそれを実施してきたが、

その言葉の意味をこの学習の中で見直すことができたと思う。  

農業を通じて学んだことは農業の事のみでなく、農業を行う上に置いては  



参加者より 
 

39 
 

やはり町の中でのコミュニティがどれだけ密なもの

であるべきか、人と人とのつながりの上に農業やこの

農村の生活は成り立っているのだという事を学べた

こともまた大きな財産だ。一言に農業といってもただ

「米を育てる人」達だけでは「農業」は成り立たない。

だからこそ地域内での「つながり」というものが何よ

りも大事なのだと気づかされた。人と人とがつながる

ことで「生み出されるもの」があるという事を学べた。

 

海老野 秀典 
 

これはなりよりも大きな経験だったと思う。これを今後の生活に生かしてい

きたいと思う。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

私は実家が農家ということもあり、農業のきつさや

苦労はどの剣道部員よりも分かっていると思ってい

ました。現にこの体験を行う 1 週間前に田植えを行っ

てきたので、鮮明に記憶に残っていました。しかし、

草引きの辛さはこれまで私が経験してきたどの作業

よりも辛いものでした。中腰のまま歩きにくい田んぼ

の中を何十メートルも這って歩くという作業は、今ま

で想像も経験したこともないとても辛いものでした。

 

藤永 陽平 
 

稲刈りというメインイベントの陰にはこういった地味でありながらも重要な

作業が必要なのだとしみじみ感じながら草引きを行っていました。  

また私は、草引きを行いながら、うもれ木の郷のような農業法人として農

業を行っていく姿にこれからの日本の農業の在り方を感じました。食の安全

性への注目が高まっていく今の世の中において、無農薬での栽培方法はます

ます重要視されていくと思います。また、TPP への参加が検討されるなど日本

の農業は海外との競争は避けることのできない状況であり、もはやこれまで

のような個人経営では日本の農業は海外との競争を勝ち抜いていくのは困難

であると考えられます。うもれ木の郷のように農業法人として地域一丸と

なって生産していくほうが、ブランド力が生まれると同時に個人ではなしえ

なかった付加価値の付け方ができると思いました。  

今回の農業体験では、実体験として学んだことと経済学部として学んだこ

と両方がありました。うもれ木の郷の皆さんにはこのような学べる機会を

作ってくださったことと、2 日間に渡って農作業をこなすために朝食やお風呂
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などの世話をしてくださったことなど誠にありがたく思っております。また

こういった機会があれば次もぜひお手伝いさせてください。今後もうもれ木

の郷が発展をしていきますことを心から願っております。本当にありがとう

ございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

2 日間、短い間でしたが大変お世話になりました。

今回の経験は貴重なもので、たくさんのことを学びま

した。  

まず、農業素人の僕たちを暖かく迎えてくださった

ことに感謝しています。全くお役に立てず、むしろ足

を引っ張ったと思いますが、いやな顔ひとつもせずに

優しく教えていただいて、ありがとうございます。ま

たご飯もたくさん作っていただき、とてもおいしいも

 

星出 哲郎 
 

のばかりで食べ過ぎてしまいました。  

お気に入りは豆腐です。今まで食べた豆腐の中で、一番おいしく、醤油を

つけなくてもおいしかったです。夜もご馳走、交流会ととても楽しかったで

す。また泊めていただいた家族の方にも感謝しています。本当の家族のよう

に接していただき、とても居心地がよかったです。  

普段何気なく食べているお米や野菜は、多くの大変な作業があり、たくさ

んの人が苦労して作っているものだと学びました。また機会があればぜひ足

を運びたいと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

うもれ木の郷を訪れて 1 番良かった事は、沢山のう

もれ木の郷の皆さんと交流を深める事ができた事で

す。お料理も非常に美味しく、楽しく過ごす事もでき

ました。私は、田中敏雄さんの家に泊まらせて頂きま

した。夜、私が剣道で全国大会に出場する事を話した

際、非常に為になる話をして頂き感謝しています。う

もれ木の郷の皆さんに｢全国頑張って｣と言われ、もっ

と練習を頑張ろうという気持ちになりました。1 回で

 

松本 諒 
 

も多く勝ち、うもれ木の郷の皆さんに良い報告ができればと思いました。  
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イネの周りの雑草を取る作業では、最初は楽観的に考えていましたが、実

際にやってみると大変で 1 日目の作業で筋肉痛になりました。この作業をう

もれ木の郷の皆さんは毎年やっているのだと考えると、自分達が少しでも多

く雑草を取り、うもれ木の郷の為に貢献したいという気持ちになりました。

そのため、2 日目は少し慣れたという事もあり、1 日目よりも多く雑草を取る

事ができて、良かったです。また、うもれ木の郷を訪れた時は、もっと活躍

できたらいいなと思います。  

最後に、うもれ木の郷の皆さんと山口大学剣道部の関係をより親密なもの

にできたらいいなと思いました。私は 3 年なので、来年は就職活動で行けな

いかもしれませんが、機会があれば行きたいと思います。うもれ木の郷の皆

さんと山口大学剣道部の関係が受け継がれていく事を願っています。うもれ

木の郷の皆さん、1 泊 2 日という短い間でしたが、ありがとうございました。 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今、自分の気持ちを振り返ってみて、今回の農業体

験は、とても楽しかったです。うもれ木の郷の皆さん

はとても優しくて、暖かくてアットホームでした。皆

さんと交流した思い出が一番強く残っています。  

農作業は初めての体験でした。うまくいくか不安な

面もありました。実際、田んぼに入ってみると、予想

以上に足が埋まりました。教えていただいたやり方を

実践しようとしても、はじめはなかなかうまくいきま

 

溝口 雄一 
 

せんでした。でも、周りにいらっしゃった郷の皆さんに、手取り足とり教え

ていただき、なんとか作業を進めることができるようになっていきました。

やっているうちに、夢中になっている自分がいました。作業が終わると、服

が泥んこになっていました。なんだか、すがすがしくて、とても気持ちよかっ

たです。土の匂いが好きになりました。また、うもれ木の郷の自然は、とて

も良かったです。こんな自然に囲まれた場所に来たのは、久しぶりでした。

心と体が元気になりました。  

四つ葉サークルの皆さんが作ってくださった料理は、栄養たっぷりで、と

てもおいしかったです。この料理が、2 日間の原動力になりました。その中で

も、一番印象に残っているのは、おにぎりです。うもれ木の郷の米のおいし

さが分かりました。2 日間、おいしい料理を作ってくださった四つ葉サークル

のみなさん、ありがとうございました。  
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私はこの 2 日間、西村さんご夫妻のお宅にお世話になりました。本当に良

くしていただきました。リラックスできて、お二人の優しさに甘えてしまい

ました。夜の交流会が終わって、西村さん宅でゆっくりお話しすることがで

きました。そのとき撮った写真は、宝物です。2 日間泊めていただきありがと

うございました。  

今回は、はじめての農作業という、貴重な体験をさせていただきました。

人生の最高の思い出になりました。帰るときは、まだここにいたいなあと思

いました。だから、絶対また行きたいです。うもれ木の郷のみなさん、2 日間、

本当にありがとうございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

私にとって今回の経験は初めてのことばかりでし

た。田んぼの中に入ること自体初めての経験で、なん

とも言えない泥の感触に、小さい頃泥遊びをしたこと

を思い出しました。民宿も初めてで、最初は緊張しま

したが、とても温かく迎えてくれて嬉しかったです。

農業体験では、1 日目は間に合わなかったのですが、

夜の交流会では、たくさんの地元の方々とお話しがで

きて、楽しかったです。農薬を使わずに手間隙かけて

 

藤本 真帆 
女子主将 

お米を作っている姿を見て、私たちがお手伝いさせていただいたのに、逆に

パワーをもらった気がします。本当にありがとうございました。今回限りで

なく、また来年もうもれ木の郷に行けたらなと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

阿武町での 2 日間、とても貴重な体験をさせていた

だきました。私の祖父母は農業をやっているので、そ

の手伝いをしたことはありました。しかし、それは本

当に短い時間で、今回のように 2 日に渡って農家のお

仕事を経験したのは初めてでした。  

田んぼに入り、草取りの手伝いをさせていただきま

したが、本当に手伝いになっていたのでしょうか。米

作りに関して、まったくの素人なので、稲とひえの見

 

漆原 礼花 
 

分けがつかず、間違えて稲まで抜いてしまっているかもしれません。私たち
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のせいで今年の収穫量が激減してしまわないだろうかと不安に思っています。

作業に時間がかかっている私たちでしたが、農家のプロの方はどんどん先に

進んでいき、その手つきを見て、やっぱりプロは違うなと思いました。私は

数時間作業しただけで筋肉痛になってしまったのに、これを毎日何時間も続

けると考えると気が遠くなりそうです。しかし、手間と時間をかけただけ、

おいしいお米ができるのだと思います。昼食や夕食に作っていただいたおに

ぎりはとてもおいしかったです。つらい仕事のあとにあれほどおいしいお米

を食べることができて幸せでした。おにぎりの他にもたくさんの料理を作っ

ていただきました。阿武町でとれた食材を使った料理が多く、阿武町の豊か

な自然や生産者の方々の努力を感じられたような気がします。  

一晩泊めていただいた中原さん、大変お世話になりました。何のお返しも

できず、申し訳なく思います。私は 3 年生なので、来年また農業体験に行く

ことはできないと思います。来年は、今の 1、2 年生と来年入学する新 1 年生

がお世話になるかもしれません。そのときは、どうぞよろしくお願いします。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

先日、初めての試みとして阿武郡阿武町宇生賀のう

もれ木の郷で 2 日間草引きをさせていただきました。

この 2 日間で学んだことは、1 つに農業の大変さです。

私は、定年退職後は農業を行ってゆっくり暮らすとい

う計画を立てていました。これは、実家は農家ではあ

りませんが畑でいろんな野菜を栽培しており、そんな

自分達が作った野菜を食べると一段と美味しく感じ

ることに魅力を感じていたからです。しかし、今回田

 

宮原 千聡 
 

の草引きをお手伝いさせて頂いて、改めて農業の大変さに気付かされました。

うもれ木の郷では無農薬野菜・米も栽培されているのですが、無農薬である

分雑草が密生しとても草引きには手間がかかりました。安心であるものには

多くの手間がかかっているということを実感することができました。体験を

通して、毎日安心して食事できることにもっと感謝しなければならないと感

じました。そしてさらに将来は農業がしたいと思うようになりました。  

2 つ目は人の温かさです。うもれ木の郷のみなさんはとても優しく、気さく

に話しかけて下さりました。集会所で食べる食事は、実家に帰ったような懐

かしい味で、量も多く本当においしかったです。そして何より、初対面の私

たちを快く泊めて頂き本当に人の温かさというものを感じた 2 日間でした。
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今回、剣道部がお手伝いするというものだったのに逆にうもれ木の郷の皆さ

んにお手数をおかけしてしまったのではないかと思います。  

今回、普段大学に通っていては体験できないようなことを体験させていた

だきました。体験することで、決して座学では学べないようなことをいくつ

も学びました。今回の体験で学んだことを今後の大学生活、人生で活かせて

いけたらいいなと思います。  
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剣道部 2 年生 

 

私は今年で 21 歳になりますが、田んぼに入ること

が、今回の農業体験を通して初めての経験でした。私

の実家は沖縄県で、サトウキビ畑がたくさんあり、農

業に関する事を分かっていると思っていましたが、そ

れは私の思い込みだったと思います。確かに、サトウ

キビ畑に囲まれて生活していましたが、今まで農業に

関することを深く考えた事が無かった事に気づかさ

れました。少子高齢化社会で、農家を継ぐ若者が少な

 

石底 大海 
 

くなっているというニュースを良く耳にしますが、恥ずかしい事に私には関

係ないと思って聞き流していました。農業体験を行って、あの広い土地をみ

な年配の方のみで農業をしていた事に驚きました。実際にわずかな時間でし

たが作業をして、農業の大変さを身に染みて感じました。ふだん当たり前の

ように食べていたお米が、こんなに苦労して作られている事を気づかされま

した。  

今回の農業体験を通して、私が得た事がたくさんありました。少し大げさ

な言い方かも知れませんが、今まで知らなかった世界を知り、人間的に成長

したと思います。まだまだ何も知らない若者ですが、農業に関する事を考え

ていかないといけないと思いました。  

最後になりましたが、今回の農業体験を面倒見てくださった方に、このよ

うな形ですが、感謝の気持ちを伝えたいと思います。ありがとうございまし

た。来年も機会があればまた参加したいと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

農業体験に行き、最初に思ったことは、「絶対にきついな」ということで

した。案の定、最初はとてもきつかったですが、農作業をして行くうちに慣

れていき、終わってみて、今はすごくいい体験だったと思います。日頃僕た

ちが食べているお米が、こんなにも大変な作業をして作られているというこ

とを知っただけでも、とてもいい経験になったと思います。農作業をしてい

るときや、民家の方々との会話などを通して、食べ物のありがたみに再度気

づかされました。また、夜の交流会や、民家でのふれあいはとても楽しいひ  
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とときでした。剣道から離れて、こうした形で剣道部

のみんなと関わりを持てたことも僕にとってはいい

経験でした。農作業はきつかったですが、みんなで助

け合いながら作業ができてとてもよかったと思いま

す。今回の農業体験を通して、剣道部のチームワーク

もよくなったのではないかと思います。また、食べ物

などを用意していただいた阿武町の方々にはとても

感謝しています。今回の体験で、農作業のことだけで

 

一松 章弘 
 

なくいろいろなことが学べたのではないかと思います。僕にとってとてもい

い経験でした。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回の農業体験に参加して、最初、農業はどこでど

んなことをするのか全く想像もできなかったです。そ

れで 1 泊する現地に到着したときはまわりが本当に田

んぼだらけで驚愕しました。田んぼばかりの風景は、

自分自身田舎育ちだったからなれていたはずでした

が、まさか田んぼと家以外見当たらないような場所と

は思いませんでした。こんなところで農家の人は一日

中田んぼのなかで働くのかと考えたら、少しゾクッと

 

黒木 健吾 
 

なりました。さて、実際に農業をやってみて、沼（？）が深くて足をとられ、

たくさん生えた雑草をひたすら抜くのにものすごくてこずりました。間違え

て稲を抜いてしまいそうでなかなか草ぬきがうまくいきませんでした。こう

いうことを農家の方々は毎日やっていると考えたら、農家のこだわりをすご

く感じました。実際に農家の人が作ってくれたおにぎりと豆腐はすごくおい

しかったです。豆腐は麻婆豆腐に使いたくなるくらいでした。やっぱり、働

いたあとのご飯はおいしかった。結局は「働かざる者、食うべからず」って

ことだと思いました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

6 月 16 日から 17 日の 2 日間で行われた農業体験でうもれ木の郷の人と交流

ができてとてもよかったと思っています。田んぼの中に入っての草引き作業

ははじめてでとてもいい経験になりました。田んぼの中での作業はかなりつ  
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らく、稲と雑草の違いが判らずとても苦労しました。

はじめて入った田んぼでの泥の感触は最初の頃は気

持ちが悪かったけれども、慣れていくうちに泥の感触

の違和感がなくなって気にならなくなっていきまし

た。泥に足を取られて思うように作業ができなかった

けれど、最後までやりぬくことができてよかったと思

いました。昼休みに食べた大量のおにぎりやカレーラ

イスは働いたあとだったので、とてもおいしく感じま

 

近藤 正行 
 

した。特にすいかの甘さを今も覚えていてまた食べたいと思いました。みん

なといっしょにご飯を食べることはいいことだと思いました。2 日間と短い間

でしたけれど、農家の人にとてもよくしてくれて感謝しています。また、来

年も農業体験があったならまた参加したいと思いました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

6 月 16 日、17 日私たち剣道部は阿武町にある「う

もれ木の郷」に農業体験をさせてもらいに行った。今

回農業体験をさせて頂く機会を与えてもらえたこと

に感謝したいと思う。現在農業は跡継ぎ不足や、若い

人たちが少ないということをテレビなどでよく聞く。

しかし、私は正直農業の現状や仕組みなどを知ろうと

する気持ちが無かったように思う。今回、農業が法人

化されている所があるとか、農薬を使わない特別なお

 

坂井 伸伍 
 

米を多くの労力をかけて作っていらっしゃること、農業まつりなどが開催さ

れていることなど知ることができた。さらには実際に草抜きを体験させて頂

くことで自分の口に入るお米を作るのにどれだけの労力と、生産者の方々の

努力が詰まっているのかということも考えることもできた。現在震災の影響

などで特定の県のお米や作物などが買い控えされているということをよく聞

く。生産者の方々の努力や熱意を考えると、震災の影響を受けていない人達

が買い控えに走ることは誤りであるなと改めて考えさせられた。これからは

自分には無関係だと思わずに食料自給率の問題や、後継者不足の問題などに

も自分の考えを持った人になりたいと思う。  

最後に今回私たち山口大学剣道部を迎え入れてくださった「うもれ木の郷」

のみなさん。並びに私の宿泊先でお世話をしてくださった、西村さんご夫妻、

並びに家族の方に本当に感謝したい。貴重な体験をありがとうございました。 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

1 泊 2 日の農業体験に行ったことで自分は精神的に

成長できたと思います。農家の方々は、私たちを温か

く迎えてくださり、とてもうれしかったです。農業体

験では、ひたすら田んぼの雑草を抜き、最初はみんな

でわいわいとやって楽しかったのですが、徐々に疲労

が蓄積されていき、しんどいなと思うことが多々あり

ました。しかし、農家の方々が、黙々と雑草を抜いて

いるのを見ると、自分たちも頑張らないといけないな

 

島内 勝矢 
 

という気持ちが芽生えてきました。私たち素人の学生がいくら頑張ったとこ

ろでたいしてお役には立てなかったかもしれませんが、少しでも喜んでもら

えたらなと思いました。農家の方々が出してくださった食事はどれもとても

おいしかったです。大学生になってから食生活が乱れていたので、久しぶり

に健康的な食事を取ったように思いました。農業体験以来、私は、ちゃんと 1

日 3 食しっかり食事を取るように心がけることができるようになりました。

この時期は試合などが多くどうしても忙しいので、来年また参加できるかは

わかりませんが、本当にいい体験ができたと思っています。ありがとうござ

いました！  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回の農業体験で私たち剣道部は田んぼの草取り

をやらせていただきました。私たちが普段何気なく食

べているお米が、このような大変な作業を通してお米

ができるということを肌身に感じました。だけど私た

ちがやった作業はお米ができるまでの作業のほんの

一部でしかなりません。おいしいお米ができるには田

植えや稲刈りはもちろん、定期的な草取りなどを約半

年かけて行わなければなりません。けど大変な作業が

 

辻野 健吾 
 

あってこそ私たちの食卓に安全なお米が届くのだと思います。  

自給自足の生活になじみのない私にとって貴重な体験ができました。お米

だけでなく野菜や穀物など農家の人によって大切に育てられたものを、平気

に好き嫌いしたり残飯として廃棄したりすることは容易にやってはいけない

と感じました。私が子どもの時によく親に「食べ物を粗末にするな」って言
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われたのはこのことだなと改めて思いました。  

私は工学部なので将来的に農業のほうに携わることはめったにないので、

またこういう形で機会が与えられるなら草取り以外の他の作業もやってみた

いなあと思いました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回、剣道部の一員としてうもれ木の郷で草引き体

験をさせていただきました。  

わたしの生活はこれまで、農業とは無縁のものでし

た。当然、田での草引きは当然のこと、田に入ること

さえ初めての経験でした。  

草引きをする際にいくつか感じたことがあります。

まず、肉体的に自分の想像の数倍つらい作業だという

ことです。事前に肉体を駆使する作業だと覚悟してい

 

山口 昇大 
 

たのですが、常に中腰で、足を泥にとられ、ひたすら草をとる作業は非常に

つらかったです。次に、いくら草引きをやっても終わりが見えないというこ

とが精神的につらかったです。  

この体験を通してわたしが学んだことは、農作業のつらさと同時に農家の

方への感謝の気持ちです。わたしが普段食べている米は、この様な作業を何

度も繰り返すことによってようやくできるものだということがよく分かりま

した。  

最後にこのような体験を用意していただいただけでなく、おいしいおにぎ

りや豆腐など様々な料理や交流会を準備していただき、ありがとうございま

した。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

私の父の実家が農家なので、初めてこの話を聞いたときに「何をするんだ

ろう」と思いました。父の実家に何回か手伝いに行ったことがあったのです

が、おそらく農薬を使っている普通の農家だったので、草引きなんて仕事が

あるなんて知りませんでした。  

実際に、草引きを体験して本当にきつい仕事だと思いました。何時間も腰

をかがめておかなければいけないし、田んぼに足を取られて歩きにくいし、

田んぼはとても広いし、とても大変な仕事でした。まだ二十歳の私でさえも  
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きつかったのに、その何倍もお年をめされた方がさく

さく作業を進められているのを見て、やはりプロの方

は違うなぁと思いました。今までこういうことをやっ

たことがなかったので、最初は本当にのろのろとしか

できなかったのですが、2 日目の午後はちょっと慣れ

てきてコツも掴めてきたので、スピードも速くなった

と思います。だから少し楽しかったです。そしてお昼

御飯なども一人暮らしではなかなか食べない野菜を  

 

石橋 かれん 
 

食べれて、とてもおいしかったです。  

20 年間生きてきて初めての経験を、このように優しい皆さんの下でできた

ことをとてもうれしく思います。この体験を通して、食の安全の大切さとお

いしい食べ物のありがたさがよくわかりました。今後結婚して親になったら、

この大切さを子供にも教え、安心して食べられる食品を買おうと思いました。

このたびは本当にお世話になりました。ありがとうございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

初めてこのお手伝いのお話を伺ったときは、きちん

と仕事をこなせるのかという不安の半面、嬉しさもあ

りました。というのも、亡き祖父の小さな畑を幼い頃

から手伝っていたので、懐かしさに似た思いもあり、

今回のお手伝いに元気よく臨もうと思いました。  

うもれ木の郷に着くと、私の地元である防府市より

も緑も空気も綺麗で草抜き作業も気持ちよく行うこ

とができました。水を張った田んぼに入るのは小学校

 

佐古 千尋 
 

以来だったので進み慣れるまで苦労しましたが、剣道部の仲間や、一緒に田

んぼに入って稲と草の見分けを教えてくださったうもれ木の郷の方々の存在

があったからこそ、精神的にも体力的にも乗り越えられたと感じています。  

昼休憩の際には、美味しい白ご飯やその日の朝作ったばかりの豆腐、うも

れ木の郷で採れた野菜で作ったお昼ご飯は、他界した祖母の料理を思い出し

て思わず涙ぐみました。たくさんの量のご飯は、それだけうもれ木の郷の方々

の愛が感じられました。  

うもれ木の郷に来る前は「単なる草抜き作業の手伝い」という程度の認識

でしたが、地域の皆さんと実際に行動を共にして、人との交流の素晴らしさ

を改めて感じることができました。またこのような機会があれば、前回以上
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に貢献できたらなと思います。  

今回のような貴重な体験をする機会を与えてくださって本当にありがとう

ございました。  
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剣道部 1 年生 

 

私は今までに農業に携わることが少なく、田んぼの

中に入ることも初めての経験でした。行く前はそんな

にしんどくないだろう、と思っていましたがいざやっ

てみると 1 日目の午前中だけで草引きの大変さを身に

染みて実感しました。おいしいお米を作るためにはこ

れほど大変なことをしなければいけなくて、農家の方

の手間がかかっているのだと思いました。今回泊めて

いただいた西村さんのお話の中で薬を使えばこんな  

 

加藤 明孝 
 

に大変なことはしなくていい、けれど安心・安全なものを作るためにはこれ

だけのことをしなければならないとおっしゃっていて、普段よく耳にする食

の安心・安全というものはとても大変で多くの苦労があるのだと思いました。

また全く薬を使わずに育てたお米はすでに予約でいっぱいになっており、大

変人気だそうです。ふつうのお米と比べて値段は張るそうなのですがそれで

も売り切れるくらい人気ということはそれだけ食に対しての関心が高まって

いるのだと感じました。うもれ木の郷の皆さんには大変良くしていただきと

ても楽しく良い経験になりました。また大学生活の思い出になりました。な

んといってもあのおいしいご飯は忘れることができません。手作りのお豆腐

も大変おいしかったです。本当にありがとうございました。秋の稲刈り、来

年の草引きができることを楽しみにしています。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回農業体験でいろいろとお世話をしてくださり

ありがとうございました。いつも練習している剣道の

練習とは違う大変さを味わうことができ、とても良い

経験になりました。  

農業があんなにも大変だとは今まで知りませんで

した。私たちが今まで何気なく食べているご飯は、と

ても多くの人が手間暇かけて作っているのだなとい

うことを実感することができました。改めて、食べ物

 

河相 直幸 
 

を絶対に粗末にしてはいけないと感じました。  
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夜の懇親会などでは、とてもおいしい食事ととても面白いお話本当にあり

がとうございました。特に、日頃普通に生活をしていると食べられない手作

り豆腐はとてもおいしく感動しました。また、日頃、学生同士だと聞けない

ようなお話も聞けてとてもためになりました。  

今回、農業体験をし、心身ともに耐えられ、とても良い経験になりました。

今後この経験が活かせるよう頑張っていきたいと思います。本当にありがと

うございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

私は、実家が農家で田んぼを持っていることもあ

り、田植え・稲刈りなどは多少経験がありましたが、

田んぼの草引きは今までしたことがなかったため、あ

る意味、貴重な体験をすることができました。実家は、

農薬を使って雑草や害虫に対処していたため、当初は

正直そんなにきつい仕事だとは、思いもしなかったで

す。しかし、実際にやってみると、身をかがめたまま、

田んぼの中を移動することは大変で、うもれ木の郷の

 

小林 晋輔 
 

農家の方たちが丹精を込めて消費者のためにお米を作っているのだと実感で

きました。特に、印象に残ったことがうもれ木の郷の皆さんが誰とでも気さ

くに、明るく接してくれたことです。草引きのときはもちろん、宴会や昼食

の際にも場を盛り上げてくださったので私たちも元気をもらうことができま

した。来年またうもれ木の郷を訪れる機会がありましたらその時は、よろし

くお願いいたします。うもれ木の郷のみなさんもお体に気を付けて農作業頑

張ってください。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

農業体験は初めての体験でした。山大剣道部は、6 月 16 日に農業体験（草

抜き）をしに宇生賀にいきました。  

最初のうちは、雨も降り、一度も経験がないということで、不安がありま

した。初めて田んぼに入るときは足をとられて動揺したし、草を抜くにして

もどれが稲でどれが雑草なのか正直区別のつかないままやり過ごしました。

草抜きが終わる頃には腰辺りが痛かったことを覚えてます。  

農業体験では、1 泊することになっており、民家で一夜を過ごしました。家  
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の方はとても親切で、農業の大変さを語ってくれまし

た。実際、1 日ではあるけれども、農業は大変だとい

うことや、食のありがたみに関して草抜きを通して実

感しました。そのため、農業は大変という家の方にた

いしてすごく共感しました。  

その次の日は、だいぶ慣れたおかげか、雑草を見分

ける感覚や、草を抜くスピードがアップしました。最

初の頃よりスムーズに仕事ができたように感じまし  

 

田村 友識 
 

た。午後に帰る時間だったのですが、そのときに、この土地の人と関わるこ

とができてよかったと思いました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回僕たちは阿武町のうもれ木の郷という場所へ

行き、農業体験をしてきました。そこで草引きをした

り農家の人々と触れ合ったりと、普段では体験できな

いことをたくさんさせてもらいました。まず、向こう

に行って最初に目に映ったのは一面緑で覆われた田

んぼでした。自分は山口で育ちましたがあんなに広い

田んぼは初めて見ました。着いてすぐ着替えて早速草

引きにとりかかりました。初めはあまりたいしたこと

 

安平 賢太郎 
 

ないなと思っていましたが、時間が経つにつれてだんだん疲れがでてきまし

た。特に腰に一番痛みがきました。さっきまで近くにいた農家のお母さん方

はかなり先に進んでいて驚いたとともにすごいなと感じました。あと、作業

が終わってヘトヘトになった後のご飯は最高においしかったです。白いおむ

すびの味は忘れられません。晩には農家の人々といろんな話をしました。冗

談から深い話までたくさん話をしてとても楽しく過ごすことができました。

今回の体験はただ農業の体験をしただけでなく、いろんな人と触れ合うこと

のできる体験でもありました。この日のことは必ずこれから先自分の財産に

なると思います。今回とても貴重な体験をさせてくれた農家のみなさんに本

当に感謝したいです。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

今回の農業体験を通して、普段食べている食物の中でも本当に安全なもの  
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を作ることの大変さを少しでも体感することができ

たと思います。  

田んぼの中に入り、ずっと中腰で行う草引きは本当

に大変で、すぐに筋肉痛になってしまい、また普段当

たり慣れてない日光に当たったせいか、2 日目は 1 日

目にまして疲れ、体力も精神力も鍛えられた様な気が

します。他の田んぼなら除草剤をまいて終わりのはず

をわざわざ手間暇かけて行う、安全へのこだわりのす

 

山田 浩智 
 

ごさを感じました。だからこそ、うもれ木の郷で採れたお米や野菜はあんな

においしかったんだなと思います。また晩に行われた交流会では会も盛り上

がり、なかなかできない交流を行うことができいい経験になったと思います。 

今回の体験で感じたこと、学んだことを、剣道や食生活、色々なところで

活かしていけたらと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

日頃経験することのない農業体験をさせていただ

く中で、様々なことを発見し、学ばせていただいた。

なかでも印象に残っていることが、うもれ木の郷の

方々は米をとても大切に育てているということであ

る。最近は田んぼの除草作業はほとんど薬を使って行

うが、うもれ木の郷の方たちはほとんどが高齢者の方

たちにも関わらず、薬を一切使わずに全て手作業で抜

いているそうだ。実際に私たちで草抜きを体験してみ

 

江藤 瞳 
 

ると、始まってから 2 時間もたたないうちに腰が痛くなり始め、この作業を

毎年毎年高齢者の方が行うのは本当に大変なことだと思った。雨の中での草

抜きは大変だったが、終わった後にいただいたその田んぼでとれたお米をつ

かったおにぎりは米粒一つ一つがしっかりしていて、甘く、今まで食べたお

米のなかで一番美味しかった。  

体験をする前までは、スーパーで米を買うときに何千円も出して買うのは

もったいないと感じていたけれど、今回の体験で米作りの大変さを知ると、

まだまだ安いほうであると思うようになった。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
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私は、2 日間という短い期間の中農業体験を通じて、

新たに感じたことが多々あります。  

私は当初、農業体験という自分にとって無縁の事を

体験するということには多少の抵抗があり、良い気持

ちはしませんでした。ですが、最初は抵抗のあった田

の中の草むしりも、次第に楽しくなり、さらに周囲も

頑張っているんだから自分も、という気持ちも芽生え

るようになりました。そこから大勢でやると、嫌な事

 

京條 実穂子 
 

も良い方向に持っていけるものだと感じました。  

そして、何よりも心に感じたことは、地域の方々の優しさです。初対面の

私達を笑顔で家に出迎えてくれ、そして農業のこと、家族のことなど、私達

に多くのことを話してくださいました。集まってご飯を食べる時も、会話が

絶えず、楽しい時間を過ごすことができました。作業が終わった後も、気持

ちの良い「お疲れ様」という声でとても気持ちよくこの 2 日間の作業を終え

ることができました。  

私は、今までお米を店で買って炊いて食べることを普通に行ってきました。

ですが、2 日間の農業体験を通して、私達が当たり前に買っているお米は農家

の方々の陰での地道な作業によってでき上がることを実感し、地道な作業や

努力がなければ、私達は普通にお米を買うことができないのだということも

感じました。  

たった 2 日間という短い間の農業体験で、微量の成果しか出せませんでし

たが、うもれ木の郷の米作りに携われたということをとても嬉しく思いまし

た。これからもうもれ木の郷の方々の優しさや、作業の辛さを忘れず、お米

を普通に食べられるありがたさも忘れずに頑張ってゆこうと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

約 2 日間お世話になりました。わたしの祖父祖母が

農家をしており、田植えや畑仕事の手伝いをしたこと

はありましたが、今回の草刈りは、初めての体験でし

た。最初は難しかったけれど、みなさんに教えていた

だいたおかげで、イネとヒネのみわけが、できるよう

になりました。今回は、剣道部が手伝ったけれど、そ

れまではすべで、農家のみなさんがしていたと思う

と、本当に大変な作業だと思います。私なんてすぐに

 

佐々木 妙 
 



参加者より 
 

57 
 

腰がいたくなったのに…。そして、無農薬と除草剤をまいたたんぼの違いに

おどろきました。それだけ、農薬が強力なもので、有機野菜の安心さとつく

る大変さを知りました。  

また、原さんのお宅では、私たちのことを本物の家族のように、一緒の時

間をすごし、たくさんお話ができて、とても楽しく、ためになりました。こ

れからはいくつかの新聞を読もうと心がけます。これからも元気におすごし

ください。  

それから、四つ葉サークルのみなさん、ごはんとってもおいしかったです！

豆腐はあまくて、お米がおいしくておにぎりたくさん食べられました。私も、

あんなおいしい料理をつくれるようになりたいとおもいます。  

最後に、この 2 日間でたくさんの経験をさせていただきました。本当にあ

りがとうございました。これからも、このような機会があれば、積極的に参

加し、すこしでも社会貢献できる人になりたいと思います。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

うもれ木の郷のみなさんには 5 月 16・17 日の 2 日

間、大変貴重な体験をさせいただいて、本当にありが

とうございました。また、また、泊めていただいた中

原さん、食事や交流会のお世話をしていただいた四つ

葉サークルのみなさんにも大変お世話になり、ありが

とうございました。  

私は、今までで、農業にかかわる体験というと小学

校の時に田植えと稲刈りをしたくらいしかやったこ  

 

平野 理子 
 

とがありませんでした。なので、米の成長過程でどのようなことが行われて

いるかよく知りませんでした。そして、私たち消費者は、「無農薬」などと

書いてあると普通のお米を買う時と同じような感覚で買いますが、今回草引

きを体験して、そういったお米ができるまでに、こんな大変な過程があるの

かということがわかり、本当に貴重な体験ができたと思います。本当にしん

どい作業で、これをいつもこなしていらっしゃるうもれ木の郷の方々は本当

にすごいと思いました。私たちがやった草引き体験はお米ができるまでのほ

んの一部の作業だとは思いますが、この経験は本当に今後の生活に生きてい

くと思います。  

そして、私は今まで野菜なんてどれも同じだと思っていましたが、今回、

うもれ木の郷が使ってある料理をいただいて、野菜とお米ってこんなにおい
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しいのだと驚きました。  

ぜひ来年もうもれ木の郷で農業体験をさせていただきたいなと思いました。

本当にありがとうございました。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

農業に関して、実のある体験ができたとおもいま

す。1 時間くらい集中して雑草を抜いても数メートル

しか前に進んでいないので、気持ち的に辛いと感じる

事が何度もありました。その何度も辛さを感じる度

に、農家の人達は普段少人数で、あの 2 日間で活動し

た面積の何倍何十倍の田畑の雑草を抜いていると思

うと、ある種の畏敬の念が沸きました。雑草抜きをす

るうちに、一つの目的を積み重ねて行くことを無心で

 

山口 亜弓 
 

していくことができました。雑念を除き、一つ一つを行っていくことは、普

段の練習に繋がる部分があると思います。そういう意味で、あの体験は剣道

の練習に活用できるのではないか、と思いました。夜での団らんで、人との

触れ合いができて良かったです。今後将来の中で、新しい人と話し合う必要

があります。社会に入れば尚更です。農家の人達はとても人当たりよく接し

てくれたので、緊張したり、焦ったりせず、団らんすることができました。

この体験は、これからの人格形成の肥やしの一つにさせていきたいと思いま

した。  

 

 



写真でみる交流活動 
 

59 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真でみる交流活動 
 

  



写真でみる交流活動 
 

60 
 

 

開会セレモニー 

2012 年 6 月 17 日 10:30～  
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草引き研修会 

2012 年 6 月 17 日 11:00～  
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昼食① 

2012 年 6 月 17 日 12:00～  
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草引き作業① 

2012 年 6 月 17 日 13:00～  
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３会場に分かれての懇親会① 

2012 年 6 月 17 日 18:00～  
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３会場に分かれての懇親会② 

2012 年 6 月 17 日 18:00～  
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草引き作業② 

2012 年 6 月 18 日 08:00～  
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昼食② 

2012 年 6 月 18 日 12:00～  
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閉会セレモニー 

2012 年 6 月 18 日 13:00～  
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うもれ木の郷ホームページ 

http://umoreginosato.or.jp/?p=81 
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（最終アクセス 2013/01/25）  
  



報道関連資料 
 

72 
 

 

山口県庁ホームページ 

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/press/201206/021886.html 
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（最終アクセス 2013/01/25）  
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阿武町役場ホームページ 

http://www.town.abu.lg.jp/sys/topics/detail.php?detailID=1066 
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（最終アクセス 2013/01/25）  
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やまぐち農林水産ねっとホームページ 

http://www.nrs.pref.yamaguchi.lg.jp/search/html/I004757.html 

 

 

（最終アクセス 2013/01/25）  
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JA あぶらんど萩ホームページ 

http://www.abrand.jp/topics/2012/6/20120616.htm 

 

 

（最終アクセス 2013/01/25）  
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やまぐち中山間地域づくり支援サイトホームページ 

http://www.yamaguchi-chusankan.jp/list-wakamono.html 

 

 

（最終アクセス 2013/01/25）  
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山口朝日放送－Ｊチャンやまぐち 

2012 年 6 月 19 日 18:15～放送  
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萩ケーブルネットワーク－ｉｉネットあぶ 

2012 年 6 月 20 日放送  
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おわりに 

 

富平 美波 

エクステンションセンター センター長 

 

地域を取り巻く環境は、少子高齢化の急激な進

行、財政難等、さまざまな分野で厳しさを増して

おり、その中で持続可能な地域づくり・教育シス

テムの構築が重要課題となっています。こうした

時期にあって、山口大学もまた、地域社会の中に

おける自らの役割を見据え、地域の要請に応えら

れる開かれた大学として、いっそう気を引き締め

て進んで行かねばならぬ時だと強く感じており

ます。エクステンションセンターは、2003 年 4

月に開設され、約 10 年間、山口大学の社会貢献・
 

地域連携を推進してまいりました。  

地域連携活動の一環といたしまして、2012 年 3 月、「熟議  in やまぐち」

を山口大学の吉田キャンパスにて開催いたしました。その目的は、地域の課

題を共に解決し、その活性化や新たな価値を創造するための第一歩を踏み出

すことであり、「安心・安全」「農村の再生」「まちづくり」などのキーワー

ドで「熟慮」や「議論」を深めました。当然ながら、地域の課題を考えるた

めには、キャンパス内で机上の空論を繰り返していても仕方ありません。現

場に出て、何ができるかを考える「実践」が必要となります。  

阿武町・宇生賀地域と山口大学剣道部との草引き交流は、「熟議」の次な

るステップとしての「実践」にほかなりません。このたびは、阿武町・宇生

賀という地域を舞台に、山口大学剣道部がお邪魔し、「安心・安全」の農作

物づくりを通して、「農村の再生」「地域づくり」の実践の一場面に参加さ

せていただきました。これらの活動は、微力ながらも学生たちのできること、

そして山口大学ができることを模索するプロセスであると思います。もちろ

ん、「熟議」も「実践」も一過性のものでは何の効果もございません。頭と

身体の両方をフル稼働させながら地域と山口大学とのつながりを継続的に構

築し、地域の抱える課題解決の一助となれればと願っております。  



 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

朝目を覚まし、仕事に行き、食事をとり、夜布団で寝る、普段、人は何気

なく生活しています。宝くじでも当たろうものなら、何気なくという感はな

いでしょうが、それこそまさに宝くじ、そんな何気なくなることなんて起こ

ることはまずありません。ごく普通のごく当たり前の生活、しかしそんな当

たり前のなかには、必ず人とのつながり（御縁）があります。人は一人では

決して生きていくことはできません。  

本書にも世代を超えたたくさんの人がいます。それぞれがいろいろなこと

を感じ、考え、皆さん素晴らしい表情で生きてらっしゃるのを、編集を通じ

て痛感いたしました。皆様のおかげで何気ない生活を送らせていただく喜び

を、うもれ木の郷の皆様、本交流会の関係者の皆様、学生のみなさん、みん

なで分かちあいたく思うしだいです。  

（辻 多聞）  

 

 
この交流活動は「中山間地域元気創出若者活動支援事業（山口県）」より助成いただきました  
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裏表紙の「氣」について
2012年3月17日「熟議 in やまぐち」における
丸本卓哉氏（山口大学学長）の書
元気、活気、熱気を意味する




